「シン！ シン！」 

夢の 中で 彼 は、 さう 自分の 名前 を 呼ばれて ゐ るのに 

気づいた が、 と 同時に ギュッ と 頰ッぺ た をつ ねりあげ 

られ たので、 思 はずぎ ょッ として 眼 を 見開いた。 —— 

F が 酷い 仏頂面 をして 彼 を 睨んで ゐた。 彼 は、 縁側の 

椅子に 凭れて うた、 寝 をして ゐ たの だ。 

「失礼 だ！」 と F は 叫んだ。 「私 はもう 横 浜へ 帰 

るく ご 

r F は あまり 短気す ぎ るよ ご 

彼 は、 一寸 具合が 悪かった ので、 云 ひたく もない 独 

言 を 放って、 椅子から 身 を 起した。 そして 彼 は、 酷く 



六ケ敷 気な 渋面 をつ くって、 自分 だけの こと を考 へて 

ゐ るんだ とい ふ 風に、 晴れた空 を 見 あげた。 五月の 薄 

ら 甘い 朝の 陽が、 爽やかな 感触で、 さっき 剃刀 を あて 

たばかし の 彼の 頰に ヒリ ヒリと、 光る やうに 沁みた。 

「お前 は 若い 梟 だ。 II お前 は 頭が 鈍い から 説明して 

やる が、 私 は 愚と いふ 言葉の 代りに 梟 を 用 ひたの だ 

よご 

さう 云った F は、 余程 疳癩を 起して ゐ たと 見えて、 

二つの 拳 を 胸の 前で 「馬鹿 ッ！」 と 叫ぶ 変り に、 力 を 

込めて 打ち 振った。 

「説明 をす ると は 大変な 侮辱 だ ご と 彼 は、 さも さも 自 



分 は 物 解りの 好い 男 だとい ふやうな 不平 顔 を 示した。 

だが、 まったく 彼 は、 説明な しに 「お前 は 若い 梟 だ ご 

と 云 はれたならば、 これ を 或る 種の 讚美と 誤解した に 

違 ひなかった。 

「私 はお 前に 侮辱 を 捧げた の だよ。 お前 は 軽くて 上品 

な 洒落の 解らぬ 哀れな ジャップ だ ご 

「僕 は 洒落 を も つ て 他人 を 嘲笑す る やうな 不正直 は大 

嫌 ひだ ご 

彼 は 向ッ腹 をた て 、 斯う 怒鳴 つ た。 

「お前の 父の H • タキノ はお 前に 比べる と 何れ 位ゐ交 

際が 上手 だか 知れない よご 



に 物 を 云って ゐ るの は 馬鹿々 々 しくな つたので 彼 は、 

こ、 で 気持 を 転換 させて、 狡猾に 笑 ひ 返した。 F も、 

到頭 噴き出して 了った。 

「だが —— 」 彼 は、 もう 一息 圧へ て 置いて やらう と 思 

つて、 真顔に なって 「だが、 僕 は F が 想像して ゐるゃ 

うに、 決して 柔順な F のピ ェ ロォぢ やない よご と 云つ 

た。 

「もうい、 くご F は、 唇の 端で 軽く 笑って、 彼の 肩 

を 叩いた。 

F は、 彼の 家の 珍客だった。 彼の 父が 米国に 居た 時 

F の 父と は 学校からの 友達だった。 F の 父が 横 浜に 店 



を もって ゐ たので、 二 年 も 前から F は 日本に 来て ゐた。 

前から 彼 は、 F と 知り合 ひだった が、 外国人に 対して 

非常に 臆病な 彼 は、 つい 近頃まで F と 親しめなかった。 

—— F が 彼の 家 を 訪れた の は、 これが 初めてだった。 

もう 一 週間 近く 滞在して ゐた。 

そんなお 客が 来 るん なら 私達 は 逃げ出さう —— 家の 

中で 牛肉 を 煮る こと すら 決して 許さない 彼の 祖母 は 仏 

壇に 錠 を 下して、 彼の 母 を 促して 温泉へ 行って しまつ 

た。 彼の 父 は、 忙しくて 殆ど 家 を 空けて ゐた 頃だった。 

彼の 家 は、 草葺家 根の 古い 家だった。 長 押に は 煤の 

か、 つた 黒い 槍が 懸 つて ゐた。 寝る 時には 電灯 を 消し 



て、 昔ながら の 塗の はげた 行灯 を 用 ひて ゐた。 その 家 

の 中が、 F の 来訪 以来 奇妙な 白 さ を 醸した。 —— それ 

でも 彼が 勉強机に セ セッション 型の テ— ブルと 椅子 を 

用 ひて ゐ たので、 それ を 座敷の 真中に 持ち出して ク 

口 ー スを 懸けて、 食卓に 代へ、 F は 彼な どの 名 も 知ら 

ない 西洋 花 を 買って 来て は 毎朝 取リ換 へて、 飾ったり 

した。 父 は 建具屋に 頼んで、 涼み台の やうな ベッド を 

持へ させたり、 自分が 外国に 居た 時 用 ひた 色の さめた 

羽根 蒲団 を 持ち出したり、 便所の 腰掛 をつ くったり、 

座敷の 隅に 洗面台 を据 ゑたり、 床の間の 懸物を 鏡と 取 

り換 へたり、 虱呂 場に 锭を HZ: けたり、 台所に は 陸し 気 



なォ— ブ ンを据 ゑて、 F が 伴れ て 来た アマさん が 不平 

さうな 顔で 料理 を栴 へたり して ゐた。 —— それでも、 

どうやら F の 起居に 堪 へられる だけの 設備 を 整へ たが、 

まるで 家の 中 は 奇術の 舞台の やうに な つてし まった。 

「ほんと に 僕 は、 眠くて 堪 へられな いんだ。 許して く 

れ、 一時間で ぃゝ から 眠らせて 呉れない か？ F と 一 

緒に 朝飯 を 食べ ると いふ こと は 僕に 取って は 何よりも 

の 努力なん だよ ご 

彼 は、 さう 云 ふと 頭 を か、 へて 再び どか リと 椅子に 

落ち込んだ。 —— 前の 晚の 夜更し、 あの 馬鹿々々 しい 

騒ぎ … … そのこと を 夢の やうに 思 ひ 出して、 彼 は 酷い 



冷汗 を 覚えた。 

…… 昼間に なって、 いか 程 白々 しく 鹿爪らしい 顔 を 

して ゐ たって、 夜に なれば あんなに も 他愛なく 酔ッ払 

つて、 あんな 騒ぎ を 演じる んぢ や、 これ はどう も F に 

軽蔑され るの も 無理 はない …… 彼 は、 後悔の 念に 駆ら 

れ ながら 密かに 眩いた。 「俺の やうな 柄の 男が、 第一 

西洋の 娘と 交際す る のが 間違って ゐ るんだ。 だが 今更 

そんな こと を考 へたって 始まらない、 兎も角も つと テ 

キパキ と、 ニツカ ボッ 力の 如く 晴れ やかに 振舞って F 

の 度胆を抜いて やらなくて は 口惜しい ぞ …… 」 

「シン、 シン、 シン！ 眠つ ちゃ 駄目 だよ ご 



F は、 けた、 ましく 脚 を 踏み 鳴した。 

「 一 時間の 猶予 を 与へ て 呉れと 頼んで ゐるぢ やない 

ゝ o _ 

力 」 

「厭 だく。 —— あ、、 私、 キ ユウ カンポが 食べた く 

なった から、 庭へ 降りて 剪って 来て お呉れな ご 

彼 は、 よく は 知らないが、 また 失礼 だな どゝ云 はれ 

るの も 厭な 気がして、 異人 流 を 重んじて やる つもりで 

厭々 ながら 花鋏 を 取って、 小さな 裏の 畑から 胡瓜 を 剪 

つて 来た。 

F は ナフ キンで、 ぞんざいに 胡瓜 を 拭 ふと その 儘、 

白い 歯 をむ き 出して 美咏 しさう に 食べた。 F は、 手 持 



無沙汰 になる と 丁度 彼が 煙草 でも 喫 ふやう に、 少 くと 

も 毎日 十本の 胡瓜 は 食べ ただら う。 

「お前 もお 食べな ご 

F は、 さう 云って 二 本ば かりの 胡瓜 を 彼に 差し出し 

た。 彼 は、 相手に しなかった。 

「こんなに 輝いた 朝 だから、 これから 海辺へ 行って 見 

やう か、 ランチ をつ くって 貰って ご 

「厭 だ。」 と 彼 は 物憂げ に 答へ た。 知った 人に でも 会 

ふと 気 恥し い、 とも 思った の だ。 

「お前 は、 ほんとうの 梟 だね。 夜に ならない とその 眼 

を 大きく 開かない ご 



「あ、、 早く ファ、 ザァが 帰って くれば 好い なご 

たま 

「シンに はお 友達 は 一 人 もない の？ 稀に はお 茶の 集 

り位ゐ したら どうな の？」 

「此方に は 一 人 もなくて 寂し いんだ。 だから F が 来て 

ゐ ると 幸福なん だ ご と 彼 は 云って 独り 櫟 ぐった く 思 

つた。 これ 位ゐ のお 世辞 を振リ まかないと F に は 通じ 

ぬらしい。 彼が、 思 ひ 切った 誇張の 言葉 を 用 ひても、 

彼女 は 極めて 自然に それ を享 けた。 その 落着きと 云 は 

うか 無神経と 云 はう か —— それに は 彼 も 圧倒され たが、 

また 別に 呑気で 面白かった。 思 ふさ まの 歯の 浮く 科白 

を ペラ ペラと 云っての け 得る 相手と して、 彼 は 一寸 面 



白く もあった。 

「尤も 東京へ 帰る と 友達 は 沢山 あるよ ご と 彼 は、 安価 

な 虚栄心から 出鳕目 を附け 足した。 

「ぢ やお 前 は、 もう 東京へ 帰りた くな つたら う？」 

「あ、、 帰りた くな つたね ご と 云って 彼 は にゃにゃと 

賤 しい 笑 ひ を 浮べた。 そんな 因循な 反語 的 態度 を 知ら 

な い 快活で 正直な F は、 

「お、、 それ は 困った！」 と鮮 かに 眉 を 顰めた。 「課業 

の 方 は 自由な の？」 

「ボ— トレ— スの 準備で、 当分 休講 だ ご 

「お前 はレ— スには 出ない の？」 



「出ない ご 

「お前 は 運動 は 不得意な の？」 F は 一 寸嶮 しい 眼 付 を 

して、 彼の 返答 を 待った。 不得意に は 違 ひなかつ たが、 

不得意 だと 正直に 答へ てし まふの が、 彼 は 具合が 悪 か 

つた。 常々 彼 は F の 趣味に おもねって、 いかにも 自分 

は 運動 好きの 快活な 若者で あると いふ 風に 見せかけて 

ゐ たから —— 。 

「僕 は、 思索が 得意なん だ ご と 彼 は 苦し紛れに 答へ た。 

F は 少しも 可笑しが ら ずに、 

「ぢ やお 前 は 詩人な の？」 と 訊ねた。 

「 …… 」 彼 は 思 はず、 顔 を あかく して 口ごもった。 



rF は 詩人が 好き？」 彼 は、 急に 蚊の やうに 細い 声で 

怖る く 眩いた。 

「私 は、 ァ ラン. ポ— とゥ オルズ ヲ ルスと、 ジョン- 

キ ー ッ とそして バイ ロンの 詩 は 好きだ ご と 躊躇な く 

云 ひ 放った。 何々 と 何々 との 詩 は、 —— と 「は」 で 断 

定し 切った F の 度胸で、 彼の 心 は 一撃の 許に 震へ てし 

まった。 そして 内心 F の 博学に 舌 を 巻いた。 …… 此方 

あば 

の 無学 を 発 かれぬ うちに 一 刻 も 早く 話題 を 転じよう… 

…と 彼 は 思った。 夫々 の 詩人の 特質 どころ か、 学校で 

キ ー ッの 講義 だけ は 少しば かり 聞いた が、 生憎 教師が 

低い 声で、 末席にば かり 坐って ゐる 彼に は 教科書に 仮 



「 F は 哲学者の 本 も 読ん でる の？」 と 訊く ことで 返答 

に 代へ た。 

「私 は 哲学者 は 一 人 も 知らない ご 

彼 は、 吻ッと 胸 を 撫で 下した。 「僕 は 大体 系統的に 

は 読んで ゐる。 僕に は 近代の ものよりも どうも グリ— 

クの クラシックの 方が 面白い ご 

こ、 で 多少の 智識で も あれば 得々 と 弁じた てようと 

思った の だが、 生憎 彼 は それ 以上 云 ふこと は 無かった。 

「でも 僕 は それらの 哲学者 を 研究しょう なんて 少しも 

思 はない ご 

「お前の 思索の 得意 ッて、 一 体 何よ？」 



「形 はな いご 厭に 言葉に こだ はり ゃァが つてうる さ 

い 女 だ —— と 彼 は 思った。 此奴、 案外 俺の 腹の 空ッぼ 

を 知って ゐて、 遠 廻し に 嘲笑して ゐる のかな …… そん 

な 邪推 を 廻らせた りした。 そんなら それで、 此方に も 

了見が ある ぞ —— 彼 は、 薄ら 眠い 頭の 隅に、 出たら め 

な 力 を 忍ばせた りした。 そして 彼 は、 一 寸 F の 顔 を 見 

あげた。 彼の 椅子の 肘掛に 半分 腰掛けて ゐる F は、 微 

笑を湛 へながら 庭 を 眺めて ゐた。 その 白い 顔に は、 ま 

ともに 陽が 射して ゐる為 か、 頤 から 頰へ かけての 輪 廊 

が、 水蜜桃の それの やうに ふ はりと 滲んで 見えた。 

「お前の 思索なん て 怪しい もの だ ご と F は 云って、 彼 



の 顔 を 見下した。 畜生 奴！ やっぱり 俺が 想像した 通 

りだつ たんだ —— 彼 はさう 気附 くと、 たった今 忍ばせ 

た 力 は 突然 何処かへ 吹き飛んで しまって、 わけ もない 

気 恥し い 気持ば かりが グッと 喉に 詰った。 そして 彼 は、 

F の 青く 澄んだ 眼 を、 思 はず 見 あげた 瞬間に は、 極め 

て 女々 しい 涙が 胸中に 拡 つて 行く、 奇妙な 恍惚 感に打 

たれた。 



「また 眠らう とする！」 

F は、 鋭く 彼の 肩 を 握った。 

「あ、、 俺 は 白痴 だ ご そんな こと を 彼 は 眩いた。 



「それで、 お前の 学校の ボ— トレ— スは 何時 何処で あ 

るの？」 

「未だ そんな 話 か！」 彼 は 太い 溜息 を洩 した。 そして 

彼 は 如何にも 面倒臭 さう に 顔 を 顰めて 「ス ミダ 川、 ス 

ミダ川 ご と 云った きり、 憤ッ として 面 を そむけた。 

「お前 は 普段 スポ ー ッが 好きだと 云 つて ゐ るが、 そん 

ならお 前 は 何の チャンピオン なの？ 私の やうに 馬に 

は 乗れない し、 テニス は 私の 不熱心な 弟子 だし、 ピリ 

ャ ー ドは 二十 だし、 思索 は 悉く 妄想で、 おまけに 無学 

で …… 」 

何とで も 云へ/^ 彼 は、 眼 をつ むって ゐた。 



こ を ど 

F は 雀躍り して 彼の 手 を 取った。 「ベリ イブ ライト、 

ベ リ イブ ライト、 さっきの 私の 罵り を 許して お呉れ！ 

私 は 水泳の 一 哩の チャンピオン だ。 そして、 それ は、 

私の 凡ての スポ ー ッの 中で 一 番 得意な 業 だ。 —— お前 

は何哩 だ？」 

「ニ哩 だ！」 と 彼 は 夢中で 答へ た。 実際の 彼 は 一 町 も 

完全に は 泳げなかった。 

「私 は 幸福だった ご と F は 云った。 「今年の 夏 は 私の 

鎌 倉の 別荘に 是非 来て お呉れ。 そして 私の 水泳の 教師 

になって おくれ ご 

彼の 胸 は、 異康な 戦き を 醸した。 —— 「よし ッ！」 



と 彼 は 下腹に 力 を 込めて 決心した。 …… 夏休みに なつ 

たら、 直ぐ さま 何処か 遠方の 水泳 場へ 出掛けて、 万事 

を擲 つて 専心 泳ぎ を 練習す るぞ、 ート 月で 上達す る だ 

らう、 そして …… そして 彼 は 様々 な 幻 を 描いて、 

馬鹿 気た 興奮 をした。 「よし ッ、 俺 も 男 だ ご そんな こ 

と を 胸で 眩いたり した。 

「お前に、 そんな 技量が あると は 私 は 夢にも 知らな か 

つた ご 

F はさう 云 ふと、 平手で 軽やかに 彼の 頰を はたはた 

と 叩いた。 …… 彼の 興奮 は 次第に、 涙ぐましく 溶けて、 

その 甘 さはいつ か 情けな さに 変って 行った。 



「夏に なったら 山の 温泉に でも 行って しま はう かな I 

I」 ふと、 彼 はそんな こと を 思った。 

F は、 お 午の テ— ブル を 手伝 ふの だと 云って 台所へ 

走って 行った。 —— 彼 は、 椅子から 離れず 凝と 庭を眺 

めて ゐ たが、 間もなくう とうとと 快い 仮睡に 迷 ひ 込ん 

だ。 

「お 午の 仕度が 出来た。 早く 済まして、 海辺へ 遊びに 

行かう ご さう いふ F の 声に 気づいた 彼 は、 今度 は 極め 

て 機嫌よ く、 

「あ、、 行かう ご と 答へ て、 勢 ひよく 立 あがった。 そ 

の 彼 は、 立ち あがる と、 さっき F が 残して 行った 一本 



の 胡瓜 を、 何気なく 取り あげる と、 見る からに 当然ら 

しく それ をコ リコ リと嚙 みながら、 悠々 と 茶の間へ 入 

つて 行った。 

F が 横 浜へ 帰った 翌日から、 彼 は 疲労の あまり 病気 

になった。 —— 胡瓜 を 見る と、 む しづが 走った。 

(十三 年 五月) 



底本 ： 「牧野 信 一 全集 第一 一巻」 筑摩 書房 

2002 (平成^:) 年 3 月 M 日 初版 第 ー 刷 

底本の 親 本 " 「父 を 売る 子」 新潮 社 

1924 (大正^) 年 8 月 6 日 発行 

初出 ： 「文章 倶楽部 第 九 卷第六 号」 新潮 社 

1924 (大正 ほ) 年 6 月 ー 日 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 宫元淳 一 

校正 ： 門 田裕志 

2 010年4月；^日作成 



2 oil 年 1 月 u 日 摩 正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



